
大きなおいもが�
� とれたよ！
　10月10日㊍、市内豊岡幼稚園と五郷
幼稚園の園児がＪＡ長生青年部本納支部
の協力のもと、サツマイモ掘り体験を行
いました。
　汗ばむ陽気の中、園児たちは、手足を
泥まみれにしながら大きなサツマイモを
力いっぱい掘っていました。

【人口と世帯数】令和元年10月1日現在
（うち外国人住民）
●総人口	89,217人（1,357人）
●　男	 44,167人（521人）
●　女	 45,050人（836人）
●世帯数	40,678世帯

※外国人住民の世帯を含む
【 9月中の動き】※外国人住民を含む
●転入	 283人	 ●転出	 341人
●出生	 41人	 ●死亡	 100人

も ば ら 2019（令和元年）
No.1069

11.1日号

◆令和2年度公設学童クラブの利用申し込みを受け付けます（P2）
◆茂原市のおさいふ事情（P4〜 6）
◆もばら市民活動フェスタ2019を開催（P8）

主な内容

今月の日曜開庁 11月24日㊐ 8時30分〜
17時15分

市 民 課（ 2階）� ☎（20）1502
市民税課（ 2階）� ☎（20）1577
収 税 課（ 2階）� ☎（20）1578
本納支所（ほのおか館内）�☎（34）2111

証明書等交付時間を延長 毎週水曜日 19時まで 市 民 課（ 2階）� ☎（20）1502
※一部取り扱えない業務もありますので、詳しくはお問い合わせください。



◆
対
象

　

市
内
小
学
校
に
就
学
し
、
保
護

者
が
就
労
等
に
よ
り
昼
間
家
庭
に

い
な
い
児
童
。

◆
受
付
期
間

　

12
月
２
日
㊊
～
27
日
㊎（
土
日
・

休
日
を
除
く
）

※�

期
限
後
に
提
出
し
た
場
合
は
、

期
限
内
に
提
出
し
た
方
を
優
先

し
て
審
査
し
ま
す
。

◆
申
込
方
法

　

11
月
１
日
㊎
か
ら
下
記
で
配
布

す
る
申
込
書
類
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
保
育
が
で
き
な
い
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
等
（
就
労
証
明
書

等
）
を
添
付
の
上
、
子
育
て
支
援

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

全
て
の
書
類
が
そ
ろ
っ
て
い
な

い
と
受
付
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、

就
労
証
明
書
等
の
取
得
に
は
日

数
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
公
設
学
童
ク
ラ
ブ
の
令
和
２
年
４
月
入
所
の
利
用
申
し
込
み
を

子
育
て
支
援
課
で
受
け
付
け
ま
す
。◆

申
込
書
類
配
布
場
所

　

子
育
て
支
援
課
窓
口
ま
た
は
同

課
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
利
用
期
間
・
時
間

　

令
和
２
年
４
月
１
日
㊌
～
令
和

３
年
３
月
31
日
㊌
※
日
曜
日
・
休

日
・
年
末
年
始
は
除
く
。

・
平
日

　

放
課
後
～
18
時
30
分

・
土
曜
日
、
長
期
休
業
日

　

７
時
30
分
～
18
時
30
分

◆
ク
ラ
ブ
名
・
定
員

・
せ
ん
だ
ん
学
童
ク
ラ
ブ�

50
人

　
（
茂
原
小
学
校
敷
地
内
）

・
東
郷
第
１
学
童
ク
ラ
ブ�

40
人

　
（
東
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

・
東
郷
第
２
学
童
ク
ラ
ブ�

50
人

　
（
旧
東
郷
地
区
集
会
所
）

・
二
宮
学
童
ク
ラ
ブ�

25
人

　
（
二
宮
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

・
中
の
島
学
童
ク
ラ
ブ�

70
人

　
（
中
の
島
小
学
校
内
）

※�

東
郷
第
１
学
童
ク
ラ
ブ
は
３
年

生
以
上
、
第
２
学
童
ク
ラ
ブ
は

１
・
２
年
生
が
入
所
と
な
り
ま

す
。

※�

申
し
込
み
が
定
員
を
超
え
た
場

合
は
、
市
が
定
め
た
方
法
に
よ

り
選
考
を
行
い
ま
す
。

◆
利
用
料

　

月
額
８
千
円
（
通
常
月
）

※�

長
期
休
業
日
を
含
む
月
は
通
常

月
の
利
用
料
よ
り
高
く
な
り
ま

す
。
別
途
お
や
つ
代
等
が
か
か

り
ま
す
。

※�

兄
弟
利
用
の
世
帯
・
令
和
元
年

度
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
は

減
免
、
生
活
保
護
世
帯
は
免
除

に
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

子
育
て
支
援
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
３
、6
⒇
１
６
１
０
へ
。

令
和
２
年
度

公
設
学
童
ク
ラ
ブ
の

�
利
用
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

茂
原
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

申
請
を
忘
れ
ず
に
!!

　

茂
原
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

を
購
入
す
る
に
は
、
購
入
引
換
券

が
必
要
で
す
。
対
象
者
と
思
わ
れ

る
方
へ
、
７
月
に
購
入
引
換
券
交

付
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
期
限
は
11
月
29
日
㊎
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

茂
原
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
務
局
（
５
階
）

☎
�
２
５
５
１
、6
⒇
１
６
０
４
へ
。

令和元年度「市民カレッジ」（後期・全4回）
　後期（12月～ 3月）の市民カレッジは、今すぐ役立つ情報と知識に触れる絶好
の機会です！ぜひご参加ください。
①12月9日㊊
　「むだに怒りすぎていませんか？～アンガーマネジメントについて～」
　講師＝竹内　由紀子氏（アンガーマネジメントファシリテーター）
②令和2年1月7日㊋
　「相続に関するルールの見直しについて」
　講師＝黒羽　健司氏（ファイナンシャルプランナー）
③令和2年2月3日㊊
　「運動×脳トレで楽しく認知症予防」
　講師＝阿部　ノブ子氏（茂原市介護度重度化防止推進員）
　　　　茂原市地域包括支援室職員
④令和2年3月2日㊊
　「雑誌のあゆみから見た日本の近代史」
　講師＝長尾　宗典氏（城西国際大学国際人文学部　准教授）
◆時　間　14時～ 15時30分（受付13時30分～）
◆会　場　市役所102会議室　◆受講料　無料　◆申込方法　電話にて

お申し込み・お問い合わせは、生涯学習課（9階） 
☎（20）１５５９、6（20）１６０７へ。
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台
風
19
号
で
の
被
災
地
に
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
犠
牲
と
な
っ
た
方
々
に
心
よ

り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
一
日
も
早
い
復
旧
に
向
け
て
の

協
力
は
今
後
も
惜
し
ま
ず
尽
力
し

て
い
く
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
、
ま
た
台
風
に

関
し
て
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
切
な
い
思
い
で
す
が
、
台
風
15

号
に
続
き
日
本
列
島
を
大
型
台
風

19
号
「
ハ
ギ
ビ
ス
」
が
襲
い
ま
し

た
。
こ
の
台
風
は
多
く
の
地
域
で

記
録
的
な
大
雨
を
も
た
ら
し
、
同

時
多
発
的
に
河
川
の
氾は

ん

濫ら
ん

を
招
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
大
変
大
き

な
被
害
が
発
生
し
、
た
く
さ
ん
の

犠
牲
者
が
出
た
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
た
方
も
少
な
く
な
い
と
思

い
ま
す
。
一
級
河
川
の
氾は

ん

濫ら
ん

は
広

範
囲
に
及
び
、
復
旧
の
目
途
も
な

か
な
か
立
た
な
い
よ
う
な
状
況
で

す
。

　

異
常
気
象
に
よ
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨

や
大
型
台
風
に
よ
る
被
害
が
度
重

な
る
昨
今
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

講
じ
て
い
く
か
が
、
大
切
な
命
を

守
る
事
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
大

き
な
自
然
災
害
の
前
に
は
、
人
間

の
力
は
本
当
に
微
力
だ
と
感
じ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
私

た
ち
は
少
し
で
も
自
分
た
ち
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
準
備
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
今
回
の
台
風
へ
の
茂
原

市
の
対
応
と
し
て
は
、
い
ち
早
く

第
三
配
備
体
制
を
組
み
河
川
の
越

水
と
風
に
よ
る
停
電
で
の
被
害
に

備
え
る
べ
く
体
制
を
整
え
ま
し

た
。
避
難
所
は
33
カ
所
開
設
し
、

食
料
、
水
、
毛
布
等
を
準
備
す
る

と
と
も
に
、
土
の
う
を
約
１
万
２

千
袋
用
意
し
配
布
し
ま
し
た
。
ま

た
、
今
回
か
ら
初
め
て
国
交
省
、

自
衛
隊
、
県
、
警
察
、
消
防
団
、

消
防
本
部
等
か
ら
災
害
対
策
本
部

会
議
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
万

が
一
に
備
え
ま
し
た
。

　

平
成
に
な
っ
て
か
ら
三
度
大

規
模
水
害
に
あ
っ
た
茂
原
で
は
、

今
回
も
越
水
す
る
こ
と
を
想
定

し
、
特
に
過
去
に
被
害
の
あ
っ

た
地
域
に
は
広
報
車
を
巡
回
さ

せ
、
避
難
所
へ
の
移
動
を
明
る

い
う
ち
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う

何
度
と
な
く
勧
告
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
前
に
も
個
別
に
出
向
き
、

ま
だ
避
難
さ
れ
て
い
な
い
方
々

に
早
め
に
避
難
す
る
よ
う
対
応

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
延
べ
約

１
７
０
０
人
の
人
た
ち
が
避
難

し
、
そ
し
て
全
員
が
無
事
だ
っ

た
こ
と
に
安
堵
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
想
定
し
た
程
に
は
こ
の

地
域
で
降
っ
た
雨
が
多
く
な
か
っ

た
こ
と
も
幸
い
し
ま
し
た
が
、
日

本
各
地
で
起
こ
っ
た
災
害
は
他
人

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ラ
グ
ビ
ー

の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ

て
い
る
中
で
発
生
し
た
今
回
の
台

風
被
害
は
、
日
本
を
訪
れ
て
い
る

海
外
か
ら
の
フ
ァ
ン
の
人
た
ち
も

巻
き
込
み
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は

一
度
も
台
風
な
ど
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
人
た
ち
も
い
た
で
し
ょ
う

し
、
さ
ぞ
や
驚
き
、
そ
の
恐
ろ
し

さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

カ
ナ
ダ
の
チ
ー
ム
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
、
フ
ラ
ン
ス
の
チ
ー

ム
の
被
災
地
へ
の
エ
ー
ル
な
ど
、

ニ
ュ
ー
ス
で
も
伝
え
ら
れ
ま
し
た

が
、
来
年
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も

控
え
、
今
後
は
海
外
か
ら
の
渡
航

客
へ
の
対
応
な
ど
も
考
え
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

行
政
と
し
て
の
対
策
も
よ
り
強
固

な
も
の
を
求
め
て
、
頭
を
痛
め
る

毎
日
が
続
き
そ
う
で
す
。

市
長
が
行
く

行
政
と
し
て
の
台
風
対
策

茂
原
市
長　

田

中

豊

彦

No.114

※�

災
害
に
備
え
て
、
日
頃
か
ら
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
、

広
報
も
ば
ら
8
月
15
日
号
、
9
月
1
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住民票、マイナンバーカード等に
旧姓（旧

きゅう
氏
うじ
）が記載できるようになります

　11月5日㊋から、住民票の写し・マイナンバーカード・
印鑑登録証明書に旧姓を併記できるようになります。

★旧姓（旧氏）併記はこんな場面で役立ちます
・各種契約に旧姓を使いたいときの証明
・�仕事や就職等の場面で旧姓を使いたいときの本
人確認

申し込み方法
◆窓 口　住民登録をしている市区町村
◆必要書類　①および②の書類をお持ちください
　①�旧姓が記載されている戸籍謄本等から現在まで
つながる戸籍謄本等

　②�マイナンバーカードまたは通知カード（通知
カードの場合は運転免許証等の本人確認書類も
必要です）

お問い合わせは、市民課（2階） 
☎（20）１５０２、6（20）１６００へ。

「市長と話し合う会」

意見交換のテーマを�
� 決定しました！
○人口減少問題対策について
○子育て支援策について

　参加を希望される方は、直接会場にお越しくださ
い。
　自由な雰囲気で意見交換が行われるよう、皆さん
のご配慮をお願いします。

◆開催日時・場所
　11月17日㊐　�13時30分～ 16時�

市役所市民室

お問い合わせは、秘書広報課（3階） 
☎（20）１５１２、6（20）１６０１へ。

中止となりました
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茂原市の
おさいふ事情

問合せ　財政課（４階）
☎（20）１５１７、
6（20）１６０３へ。

30年度決算

会　計　名
歳入決算額
歳出決算額

国民健康保険事業費
111億 4,424万円
99億 2,776万円

下水道事業費
16億 4,591万円
12億 9,101万円

農業集落排水事業費
4億 730万円
3億 8,987万円

駐車場事業費
8,139万円
7,572万円

介護保険事業費
74億 1,717万円
71億 2,656万円

後期高齢者医療事業費
11億 6,263万円
11億 5,232万円

合　計
218億 5,864万円
199億 6,324万円

財政調整基金 49億 9,679万円
減債基金 2,947万円

その他の一般会計基金 1億 7,649万円
特別会計基金合計 17億 1,200万円

合　計 69億 1,475万円

税　　目 平成30年度収入額 市民1人当たりの
市税負担額

市 民 税 54億 7,531万円 61,230円
固定資産税 59億 6,619万円 66,719円
市たばこ税 6億 7,793万円 7,581円
都市計画税 4億 5,589万円 5,098円
その他の税 2億 5,582万円 2,861円
合　計 128億 3,114万円 143,489円

人口　89,422人（平成31年3月31日　現在）

歳入
292億
4,006万円

一
般
財
源

一
般
財
源

特
定
財
源

特
定
財
源

市税
128億3,114万円
43.9％

市税
128億3,114万円
43.9％

地方交付税
25億8,046万円
8.8％

地方交付税
25億8,046万円
8.8％

国庫支出金
40億1,669万円
13.7％

国庫支出金
40億1,669万円
13.7％

その他一般財源
6億4,806万円
2.2％

その他一般財源
6億4,806万円
2.2％

地方消費税交付金
16億5,651万円
5.7％

地方消費税交付金
16億5,651万円
5.7％

県支出金
17億2,254万円　5.9％
県支出金
17億2,254万円　5.9％

諸収入
13億780万円　4.5％
諸収入
13億780万円　4.5％

市債
26億9,950万円
9.2％

市債
26億9,950万円
9.2％

その他特定財源
17億7,736万円
6.1％

その他特定財源
17億7,736万円
6.1％

一般財源
　使いみちが特定されない財源
市　税
　皆さんに納めていただいた税金
地方交付税
　国税の一部から、市の財政状況に応
じて交付されるもの
地方消費税交付金
　県からの消費税に係る交付金
その他一般財源
　国からの地方譲与税、交付金など
特定財源
　使いみちが特定されている財源
国庫支出金
　国からの負担金や補助金など
市　債
　国や銀行などからの借入金
その他特定財源
　前年度からの繰越金、各種証明手数
料など
県支出金
　県からの負担金や補助金など
諸収入
　貸付金の元利収入・雑入など

◎一般会計歳入

◎特別会計

◎基金残高の状況

◎市税内訳

※１万円単位で端数処理しています。
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　市の一般会計は、平成30年度最終予算額312億7,847万円に対して歳出の総額は
288億9,513万円となり、平成29年度決算額301億8,062万円と比べ、4.3％減少し
ました。また平成30年度の歳入は292億4,006万円となり、歳入から歳出を差し引
いた形式収支は3億4,493万円、翌年度へ繰り越すべき財源などを除いた実質収支は
2億5,777万円となりました。

区　　分 平成30年度末残高
一般会計 386億 3,368万円

第三セクター等改革推進債 97億 2,072万円
臨 時 財 政 対 策 債 163億 3,780万円
そ の 他 125億 7,516万円

特別会計 76億 5,576万円
下 水 道 事 業 債 75億 1,895万円
駐 車 場 整 備 事 業 債 1億 3,681万円

合　計 462億 8,944万円

区　　分 平成30年度末残高
一般会計 69億 4,742万円

学校給食センターの建設
および運営に係るもの 65億 1,503万円

保育所給食委託に係るもの 9,855万円
外国語指導助手派遣業務
委託に係るもの 9,855万円

その他 2億 3,529万円
特別会計 8億 4,554万円
合　計 77億 9,296万円

歳出
288億
9,513万円

教育費
28億6,903万円
9.9％

教育費
28億6,903万円
9.9％

民生費
111億2,400万円
38.5％

民生費
111億2,400万円
38.5％

その他
3億1,267万円　1.1％
その他
3億1,267万円　1.1％

土木費
28億8,460万円
10.0％

土木費
28億8,460万円
10.0％

商工費
8億6,174万円　3.0％
商工費
8億6,174万円　3.0％

総務費
26億4,282万円
9.1％

総務費
26億4,282万円
9.1％

消防費
12億9,140万円
4.5％

消防費
12億9,140万円
4.5％

農林水産業費　6億747万円　2.1％農林水産業費　6億747万円　2.1％

衛生費
26億6,103万円
9.2％

衛生費
26億6,103万円
9.2％

公債費
36億4,037万円
12.6％

公債費
36億4,037万円
12.6％

◎一般会計歳出

◎�旧茂原市土地開発公社の解散時に活用した�
第三セクター等改革推進債の状況

◎�旧茂原市土地開発公社から市に�
代物弁済された土地等からの収入の状況

◎市債の状況◎債務負担行為の状況

民生費
　社会福祉・児童福祉などの経費
公債費
　借入金の返済金
土木費
　道路・公園・橋・河川の整備などの
経費
教育費
　小中学校、幼稚園整備などの経費
衛生費
　保健福祉・ごみ処理などの経費
総務費
　市役所の全般的な経費
消防費
　消防や救急活動などへの負担金
商工費
　商工業や観光の振興などの経費
農林水産業費
　農業・畜産業・林業などの経費
その他の歳出
　議会等の経費、大雨等による災害復
旧事業

借入総額（平成24年10月） 13,089,400,000円
平成29年度末　残高（元金） 10,303,229,516円 A
平成30年度中に償還した元金 582,511,453円 B
上記に係る利子 165,851,552円
平成30年度末　残高（元金）
� A－B 9,720,718,063円

平成30年度中の土地売払収入 7,740,000円
平成30年度中の土地貸付収入等 15,008,876円
※�収入は全て第三セクター等改革推進債の繰上償還の
財源としています。
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�

善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

�

・
市
へ

▼
玉
城　

明�

（
金
３
万
円
）

▼
川
島　

正
雄�

（
金
２
万
円
）

▼
森　

弘
吉�

（
金
２
万
円
）

・
市
内
保
育
所
へ

▼
株
式
会
社
小
沢
工
務
店

　

�（
鶴
枝
保
育
所
＝
た
た
め
る
木

製
サ
ー
ク
ル
１
セ
ッ
ト
、
五
郷

保
育
所
＝
コ
ー
ド
レ
ス
掃
除
機

１
台
、
中
の
島
保
育
所
＝
ラ
ミ

ネ
ー
タ
ー
１
台
・
ラ
ミ
ネ
ー

タ
ー
フ
ィ
ル
ム
２
箱
、
朝
日
の

森
保
育
所
＝
エ
コ
・
ジ
ョ
イ
ン

ト
ス
ノ
コ
一
式
）

・
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
金
坂
医
院�

（
金
15
万
円
）

▼
ふ
く
ぞ
う
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

　

購
入
者
一
同�（
金
３
万
３
千
円
）

▼
株
式
会
社
小
沢
工
務
店

�

（
金
２
万
円
）

▼
永
島　

昭
治�

（
金
５
千
円
）

▼
水
野　

隆�

（
金
５
千
円
）

▼
大
多
喜
ガ
ス
株
式
会
社

�

（
金
３
１
７
０
円
）

▼
夏
期
茂
原
学
童
ク
ラ
ブ

�

（
金
７
１
７
円
）

◎健全化判断比率と資金不足比率
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、健全化判断比率（4つの財政指標）および公営企
業の資金不足比率を公表します。平成30年度決算に基づく市の比率は、いずれも基準を下回っています。
　なお、いずれかの比率が「早期健全化基準（経営健全化基準）」を超えた場合は、「財政健全化計画」を策定
し、自治体自身の努力で財政健全化を図ることになります。さらに、「財政再生基準」を超えた場合は、「財政
再生計画」を策定し、国等の関与を受けつつ財政の再生を図ることになります。

健全化判断比率 平成30年度
決　算

早期健全化
基　準

財政再生
基　準

実質赤字比率 － 12.59％ 20.00％
連結実質赤字比率 － 17.59％ 30.00％
実質公債費比率 10.1％ 25.0％ 35.0％
将来負担比率 89.9％ 350.0％

資金不足比率 平成30年度
決　算

経営健全化
基　準

下水道事業会計 － 20.0％
農業集落排水事業会計 － 20.0％

※�実質赤字、連結実質赤字および資金不足比率は、黒字のため�
「−（該当なし）」の表示をしています。

令和元年度　令和元年9月30日専決処分による補正予算� ※一万円単位で端数処理しています。

一般会計補正予算額　1億4,073万円（補正後予算額308億9,962万円）
（歳入） 歳出の主な内容
○国庫支出金� 760万円 【総務費】　　　災害非常用対策事業� 947万円
○寄附金� 140万円 【商工費】　　　中小企業資金融資事業� 168万円
○繰入金� 6,483万円 【教育費】　　　文化財保護保存事業� 4万円
○市債� 6,690万円 【災害復旧費】　台風15号による道路災害復旧事業� 795万円

　　　　　　　台風15号による河川災害復旧事業� 702万円
（歳出） 　　　　　　　台風15号による市営住宅災害復旧事業� 757万円
○総務費� 947万円 　　　　　　　台風15号による公園災害復旧事業� 233万円
○商工費� 168万円 　　　　　　　台風15号による福祉センター災害復旧事業� 127万円
○教育費� 4万円 　　　　　　　台風15号による福祉作業所災害復旧事業� 41万円
○災害復旧費� 1億1,454万円 　　　　　　　台風15号によるため池災害復旧事業� 152万円
○予備費� 1,500万円 　　　　　　　台風15号による用排水路災害復旧事業� 257万円

　　　　　　　台風15号による教育施設災害復旧事業� 4,338万円
　　　　　　　台風15号による市民体育館災害復旧事業� 45万円
　　　　　　　台風15号による東部台文化会館災害復旧事業� 37万円
　　　　　　　台風15号による公民館災害復旧事業� 3,668万円
　　　　　　　台風15号による防犯設備災害復旧事業� 32万円
　　　　　　　台風15号による庁舎及び付帯施設災害復旧事業� 270万円
【予備費】　　　予備費� 1,500万円

令和元年度　令和元年10月4日専決処分による補正予算� ※一万円単位で端数処理しています。

一般会計補正予算額　934万円（補正後予算額309億896万円）
（歳入）
○県支出金� 934万円

（歳出） 歳出の主な内容
○民生費� 934万円 【民生費】　　　台風15号による災害救助事業� 934万円

お問い合わせは、財政課（4階）　☎（20）１５１７、6（20）１６０３へ。

茂原市のおさいふ事情

実質赤字比率
　一般会計などの赤字額の割合
連結実質赤字比率
　市の全会計の赤字額の割合
実質公債費比率
　年間の借金返済額の割合
将来負担比率
　将来的に負担が見込まれる負債の
割合
資金不足比率
　公営企業の資金不足（赤字）額の
割合
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「高齢者連絡票」を�
� ご活用ください
　市では、関係機関と情報共有をするため「高齢者連絡票」を
作成しています。この用紙にかかりつけ医療機関や緊急連絡先
などを記入し、市に提出いただくことで、緊急対応等の必要が
生じた場合に、警察・消防・医療機関・地域包括支援センター
等の関係機関と情報共有することが可能になります。
◆対象　市内在住の65歳以上の方
　「高齢者連絡票」は高齢者支援課地域包括支援室
で配布しているほか、市公式ウェブサイトからも
ダウンロードできます。ぜひご活用ください。

お問い合わせは、高齢者支援課地域包括支援室（2階）　☎（20）１５８３、6（26）６７８８へ。

医
療
費
の
適
正
化
に�

�

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

医
療
費
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
こ
の
ま
ま
医
療
費
が
増
え
続

け
れ
ば
、
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

の
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
も
大

き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
、

医
療
費
に
関
心
を
持
ち
、
適
切
な

受
診
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

整
骨
院
や
接
骨
院
で
の�

�

柔
道
整
復
師
が
行
う
施
術

　

保
険
診
療
の
『
対
象
と
な
る
場

合
』
と
『
対
象
と
な
ら
な
い
場

合
』
が
あ
り
ま
す
。
施
術
を
受
け

る
時
は
、
負
傷
原
因
を
正
確
に
伝

え
、
国
民
健
康
保
険
が
適
用
で
き

る
か
正
し
く
理
解
し
た
上
で
、
施

術
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
助
け
合
う
制
度
で
す
。
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た

め
の
大
切
な
制
度
で
あ
る
『
国
民
健
康
保
険
』
へ
の
ご
理
解
と
、
大
切

な
財
源
で
あ
る
『
国
民
健
康
保
険
税
』
の
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
医
療
費
の
適
正
化
を

図
る
た
め
、
対
象
の
方
に
負
傷
原

因
等
の
受
診
照
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
日
頃
か
ら
受
診
日
の
記
録
や

領
収
書
な
ど
を
保
管
し
、
照
会
が

あ
っ
た
場
合
は
ご
自
身
で
記
入
の

上
、
回
答
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
診
照
会
は
専
門
業
者

に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
委
託
先

　
（
株
）日
本
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

◆
対
象
と
な
る
場
合

○�

外
傷
性
が
明
ら
か
な
骨
折
・
脱

臼
・
打
撲
・
捻
挫
・
挫
傷

　

な
お
、
骨
折
お
よ
び
脱
臼
に
つ

い
て
は
、
緊
急
の
手
当
の
場
合
を

除
き
、
あ
ら
か
じ
め
医
師
の
同
意

を
得
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

○�

日
常
生
活
か
ら
く
る
単
な
る
肩

こ
り
・
疲
労
・
筋
肉
疲
労
・
筋

肉
痛
・
腰
痛
・
体
調
不
良

○�

捻
挫
や
打
撲
が
治
っ
た
後
の

マ
ッ
サ
ー
ジ
代
わ
り
の
利
用

○�

病
気
（
神
経
痛
・
リ
ウ
マ
チ
・

五
十
肩
・
関
節
炎
・
ヘ
ル
ニ
ア

な
ど
）
か
ら
く
る
痛
み
や
こ
り

○�

症
状
の
改
善
の
見
ら
れ
な
い
長

期
の
施
術

○�

医
師
の
同
意
の
な
い
骨
折
や
脱

臼
の
施
術（
応
急
処
置
を
除
く
）

○�

仕
事
中
や
通
勤
途
中
に
起
き
た

負
傷（
労
働
災
害
適
用
が
原
則
）

◆
施
術
を
受
け
る
と
き
の
注
意
点

①�

負
傷
原
因
を
正
し
く
伝
え
ま

し
ょ
う

②�

柔
道
整
復
施
術
療
養
費
支
給
申

請
書
の
内
容
を
よ
く
確
認
し
、

必
ず
自
分
で
記
入
し
ま
し
ょ
う

③�

領
収
証
を
必
ず
も
ら
い
ま
し
ょ

う
④�

治
療
が
長
引
く
場
合
は
医
師
の

診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

お
問
い
合
わ
せ
は
、

国
保
年
金
課
（
２
階
）　

☎
⒇
１
５
０
３
、6
⒇
１
６
０
０
へ
。

11
月
は

�
『
ち
ば
国
保
月
間
』で
す
！

市では、広報紙の送付を希望される方に無料で郵送しています。
お問い合わせは、秘書広報課☎（20）1512、6（20）1601へ。お知らせ7 広報もばら　2019.11.1



◆
日
時

　

11
月
３
日
㊗
13
時
～
16
時

※
小
雨
決
行

◆
内
容

　

リ
ン
ド
ウ
や
野
菊
類
な
ど
の
野

草
や
木
の
実
な
ど
を
中
心
に
観
察

し
な
が
ら
公
園
を
散
策
し
、
秋
の

自
然
を
楽
し
み
ま
す
。

　

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
ご

案
内
し
ま
す
。

◆
対
象

　

中
学
生
以
上
20
人
程
度

※
中
学
生
は
大
人
同
伴

◆
参
加
費

　

大
人
５
０
０
円

　

中
・
高
校
生
１
０
０
円

　
（
保
険
代
、
資
料
代
な
ど
）

　
市
で
は
、市
民
活
動
団
体
「
茂
原
公
園
自
然
愛
好
会
」
と
の
協
働
で
、

「
茂
原
公
園
生
物
多
様
性
保
全
事
業
」
の
一
環
と
し
て
「
リ
ン
ド
ウ
咲

く
茂
原
公
園
自
然
観
察
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
令
和
元
年

度
協
働
提
案
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

◆
場
所

　

茂
原
公
園
（
駐
車
場
集
合
）

◆
持
ち
物
な
ど

　

お
や
つ
、
飲
み
物
、
虫
よ
け
、

帽
子
、
歩
き
や
す
い
服
装
、
必
要

に
応
じ
て
雨
具

◆
申
込
方
法

　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
参
加
者
の

①
氏
名
、
②
年
齢
、
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もばら市民活動フェスタ2019を開催
　市では、好評を博した昨年に続き、今年はさらに多くの団体を迎えたもばら市民活動フェスタ
2019を開催します。
　茂原市でまちづくりに取り組む市民活動団体、地域まちづくり協議会などの団体が集まり、日頃の
活動の様子を展示します。
　また、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）をカードゲーム形式で学ぶことができるワークショップを
実施します。お誘い合わせの上、ぜひご参加ください。

◆日 時　12月１日㊐10時～ 17時

◆場 所　市役所市民室

◆内 容　�10時～ 12時　市民活動の紹介�
13時～ 16時　ワークショップ�
16時～ 17時　交流タイム

◆ワークショップ進行
　�篠田　智仁氏（シビックテックもばら副代表）

◆ブース展示団体
　○子育て応援隊madre ayuda	 ○シビックテックもばら　○すまいるステーション
　○ＮＰＯ法人ナルク茂原「いちごの会」	 ○パラスポーツ茂原　　　○ボラポイント・ボラエモン
　○まちづくり茂原サポート	 ○もばら検定「ガス博士」実行委員会
　○茂原市介護度重度化防止推進員	 ○茂原市自治会長連合会　○茂原市社会福祉協議会
　　（出展団体は変更になる場合があります）

お問い合わせは、生活課（２階）　☎（20）１５０５、6（20）１６００へ。

▲昨年のもばら市民活動フェスタ2018の様子
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このコーナーでは、
　市内のできごとを写真と文章でお知らせします。マイシティモバラ

　市役所市民広場で、秋の全国交通安全運動出動式が行わ
れ、長生地域振興事務所、茂原警察署、長生管内７市町村
などから約100人が参加しました。今回は、一宮町出身で
国内外で活躍するサーファー３人が一日警察署長に任命さ
れ、交通安全宣言を読み上げました。
　出動式終了後には、関係団体や市町村のマスコットキャ
ラクターなどと共に信号待ちをしている運転手などに啓発
グッズを配り、交通安全を呼び掛けました。

　茂原地区と高師地区、計３基の神輿が茂原駅に勢ぞろい
し、茂原秋まつり合同神輿渡御が行われました。担ぎ手た
ちは、「ほいさー！ほいさー！」の威勢のよい掛け声とと
もに市内を練り歩き、集まった多くの市民に勇壮な姿を披
露。
　会場では神輿の到着に合わせて和太鼓昇鼓團による力強
い和太鼓演奏も行われ、祭りを一層盛り上げました。

　市内豊岡地区を対象に、豊岡小学校と豊岡福祉センター
にて、地域防災訓練が実施されました。当日は住民228人
と千葉県災害対策コーディネーター茂原・自衛隊・消防な
どが参加。
　自治会ごとにそれぞれの役割が与えられ、簡易トイレの
組み立てやけが人の応急手当などを体験しました。また、
千葉市消防局の協力のもと、ヘリコプターによる救助訓練
の様子も見学し、有意義な訓練となりました。

　茂原市市民体育館を避難所とする地域住民の皆さんが、
茂原市市民体育館避難所運営委員会を設立しました。
　この委員会は、避難を予定する地域の６自治会（高師５、
６、７、８、高師冨士見、羽貫）や施設管理者などで構成。
大規模な災害の発生に備え、自助・共助・公助の役割分担
と連携により、地域住民が主体的に避難所の開設・運営を
行うもので、市内で初めての設立となります。

▲市民体育館で設立会が行われました

▲額に汗をにじませ力強く神輿を担ぎます

▲一日警察署長を務めた中塩佳那さん、中塩裕貴さん、脇田沙良さん

▲組み立てた段ボールベッドの寝心地は？

9/1

9/29

9/20

平常時から備える

自治会ごとにそれぞれの役割を体験

トップサーファーが街頭啓発

茂原市市民体育館避難所運営委員会設立

茂原市地域防災訓練

9/15
秋の訪れを告げる恒例行事
茂原秋まつり合同神輿渡御

秋の全国交通安全運動
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